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ています．RIBFにおいては，まず核子当たり
11 MeVに設置された1段目の荷電ストリッパー
の寿命の問題が深刻であり，私のチームでは
2008 年よりこの問題に取り組んでいましたが，
なかなか，決定打の出せない状態が続いていまし
た．
　その様な状況の中，今尾さんが彗星の如く顕れ
たのは2010年の 4月です．当時私達は炭素膜に
取って代わる荷電ストリッパーとして，長寿命で
高い価数が得られる低原子番号の Heガススト
リッパーを有望視しており，良い基礎データが出
始めているところでした．今尾さんはそれまでの
基礎データを元に，このHeガスストリッパーを
実用化の段階まで一気に持ち上げてくれました．
まず彼が取り組んだのは，拡散性が高く真空中へ
の「窓無し」蓄積が非常に困難なHeガスを，荷
電変換に必要な量ビームライン上に蓄積して，
35 価のウランビームが，実際にヘリウムガス中
で65価程度まで荷電変換される事を示しました．
また，荷電変換によって生じる運動量拡がりやエ

　この度，理研仁科加速器研究センターの今尾
浩士さんが，The Asian Committee for Future 
Accelerators（ACFA）/The 4th International 
Particle Accelerator Conference（IPAC’13） 
Accelerator Prizes c）を受賞されました．この
Prize c）は，ACFA委員会から，加速器分野にお
いて顕著かつ独創性のある貢献をした若手に送ら
れる賞で，今尾さんの「循環するHeガスを用い
た次世代荷電変換装置の実現」に対して与えられ
たものです．理研の RIビームファクトリー 
（RIBF）関連では2011年矢野安重氏の Budker賞
に続いての大きな賞であり，心よりお祝い申しあ
げます．授賞式は 5月に上海で開かれた IPAC
’13の期間中に執り行われました．
　今尾さんが現在行っている仕事は，重イオン加
速器系における荷電変換装置（荷電ストリッパー）
に関する仕事です．RIBFの加速器は主に4台の
リングサイクロトロンから成る複合加速器系で，
水素からウランまでの全元素の重イオンを核子当
たり345 MeVまで大強度で加速する事が出来ま
す．特にウランイオンのビーム強度の増強は，RI
ビーム生成を主目的としているこの施設には非常
に重要なものです．このウランビーム加速では，
2段階の荷電変換が行なわれ，イオン源から得ら
れる 35価のウランビームを核子当たり 11 MeV
と 51 MeVの所に設置されている荷電ストリッ
パーで71価，86価と増やし，加速効率を上げる
と共に磁気剛性を減らします．通常はこの荷電ス
トリッパーに炭素薄膜が使われてきましたが，こ
の炭素薄膜の寿命が短いという問題がウランビー
ムの強度増強のボトルネックとなっていました．
この問題は，RIBFと同種の米国 FRIB（建設中）
や独国 FAIR（建設中）等においても大問題となっ
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ままガスセルに戻すといった，今までに例を見な
いような排気系を開発し形にしました．この「今
尾ストリッパー」は，2012年 10月からのウラン
ビーム加速に実戦投入され，ウランビームの強度
増強に大きく貢献しました．
　このHeガスストリッパーの開発の時，今尾さ
んとは多くの事を議論したのを憶えていますが，
大変有意義で楽しいものでした．米国ミシガン州
立大学へ二人で出張した時，シカゴの空港でラン
シング行きの飛行機を待っていたのですが，つい
話し込んでしまい，搭乗ゲートが変わった事に気
づかす飛行機に乗り遅れてしまった事もありまし
た．この仕事は今尾さんにとって加速器屋として
の初仕事となるわけですが，今後ともこの仕事を
バネに，更に飛躍してご活躍される事を願ってい
ます．

ミッタンスの増加等のビームダイナミクスに関わ
る基礎データを取りました．Heガス蓄積の為の
差動排気系の設計製作や実験遂行においては，今
尾さん持ち前の豊富なアイディアとそのアイディ
アを形にする力が遺憾なく発揮され，眼を見張る
ものがありました．私達はこれらのデータを元に，
Heガスストリッパーの実用化へ向けての開発を
行う決断をしました．
　実用化に向けて克服しなければならなかった事
は，まず，Heガス循環系の開発です．荷電変換
に必要な Heガス圧を実現しようとすると 1日
300ｍ3 もの Heガスが必要となり，循環系が必
須となります．また，循環するにしても，必要な
荷電変換性能を達成する為には循環されるHeガ
スは高純度である事が要求されます．今尾さんは
オイルフリーのメカニカルブースターポンプ
（MBP）を何段も組み合わせ，MBPの排気をその
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